
01．地域との協働 その② 02．人吉球磨地区の文化財が文化庁が
指定する「日本遺産」に認定された。

03．アンケートの結果、郡市外や県外の
人たちには人吉球磨の日本遺産認定が知
られていないことが分かった。

05．紹介する文化財の定番のものとして、
青井阿蘇神社、焼酎ﾐｭｰｼﾞｱﾑ、人吉城跡を
選んだ。

06．食事場所は景観が良い、球磨川下り
の発船場を選んだ。

07．あまり知られていない相良三十三観音
についても紹介することにした。

08．帰宅後の波及効果を狙うため、お土
産品がそろう物産館を紹介することにした。

04．日本遺産のＰＲのため、ツアー企画とパ
ンフレット、WEBページを作成することにした。



09．facebookページを作成し、文化財の
PRやツアーの宣伝も行った。

10．ツアー当日、ウェルカムボードでお客様
を出迎えた。なんと千葉県からの参加者も。

11．facebookページを見て参加したお客
様もいて、SNSによる広報も成功した。

12．各文化財のある場所では、手作りのパネ
ルなどでツアー参加者に説明をした。

13．昼食は、球磨川の雄大な景色を見な
がら、郷土料理を召し上がっていただいた。

14．物産館では販売員となり、おすすめの
食べ方等を説明した。

15．ツアー以外にも、文化財を紹介するパ
ンフレット、WEBページを作成した

16．八代港クルーズ船のお客様にも対応す
るために多言語表記することにした。



17．しかし、海外からの観光客のほとんどは
中国等からで、中国語等の翻訳も必要と感
じた。

18．大学に進学した先輩に、中国語、韓国
語に翻訳してもらった。

20．作成したWEBページやパンフレットを市
役所職員に見てもらい、好評を得た。

21．facebookには海外からのコメントも
あり、海外へのPRも成功した。

22．青井阿蘇神社に来た中国人観光客に
対して中国語でガイドをした。

23．他の文化財を紹介するツアー第3弾も
計画している。

19．パンフレット等は日本語、英語、中国
語、韓国語等と他言語表記した。


